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八
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大
阪
府
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
誹
謗
中
傷
や
差
別
等
の
人
権
侵
害
の
な
い
社
会 

づ
く
り
条
例 

現
代
社
会
に
生
き
る
私
た
ち
に
と
っ
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
い
う
便
利
な
ツ
ー
ル
は
、
必

要
不
可
欠
な
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
と
な
っ
て
き
て
い
る
。
私
た
ち
は
そ
の
恩
恵
を
享
受
し
、
離
れ
た

人
々
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
や
、
多
く
の
知
識
や
情
報
を
入
手
し
て
、
豊
か

で
便
利
な
生
活
を
送
り
た
い
と
願
っ
て
い
る
。 

 

今
後
、「S

o
c
i
e
t
y
5
.
0

」
の
到
来
に
よ
り
、
私
た
ち
の
生
活
は
さ
ら
に
変
容
し
、
社
会
の
成
長
・

発
展
を
も
た
ら
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
、
よ
り
進
化
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と

な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。 

し
か
し
な
が
ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
、
人
生
が
豊

か
に
な
る
一
方
で
、
そ
の
使
い
方
や
投
稿
の
表
現
等
に
よ
っ
て
、
人
権
が
侵
害
さ
れ
、
誹
謗

ひ

ぼ

う

中

傷
等
で
心
が
傷
つ
き
、
最
悪
の
場
合
、
自
ら
命
を
絶
っ
て
し
ま
う
事
態
を
招
く
こ
と
も
あ
る
。 

 

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
誹
謗
中
傷
等
を
は
じ
め
と
す
る
人
権
を
侵

害
す
る
投
稿
や
発
信
を
社
会
全
体
の
仕
組
み
の
中
で
無
く
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
府

民
一
人
ひ
と
り
が
加
害
者
と
な
ら
な
い
意
識
を
も
ち
、
府
民
の
誰
も
が
被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
、

命
の
尊
さ
や
人
間
の
尊
厳
を
認
識
し
、
全
て
の
人
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
豊
か
な
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
社
会
を
創
り
続
け
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。 

 

こ
う
し
た
認
識
の
下
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
を
は
じ
め
、
あ
ら
ゆ
る

場
に
お
い
て
、
人
権
を
尊
重
し
、
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
を
も
っ
て
、
誹
謗
中
傷
等
の
人
権
侵
害
の
な

い
社
会
づ
く
り
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

よ
っ
て
、
こ
こ
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
誹
謗
中
傷
や
差
別
等
の
人
権
侵
害
を
防
止
す
る

た
め
の
施
策
を
推
進
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
被
害
か
ら
全
て
の
府
民
を
保
護
し
、
次
世

代
に
豊
か
な
社
会
を
継
承
す
べ
く
、
こ
の
条
例
を
制
定
す
る
。 

（
目
的
） 

第
一
条 

こ
の
条
例
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
誹
謗
中
傷
等
の
人
権
侵
害
を
防
止
し
、
府
民

の
誰
も
が
加
害
者
に
も
被
害
者
に
も
な
ら
な
い
よ
う
、
府
の
責
務
及
び
府
民
の
役
割
を
明
ら

か
に
す
る
と
と
も
に
、
府
の
施
策
の
基
本
と
な
る
事
項
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
を
推

進
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。 

（
定
義
） 

第
二
条 

こ
の
条
例
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
る
。 

一 

誹
謗
中
傷
等 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
お
い
て
、
誹
謗
中
傷
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害

及
び
不
当
な
差
別
的
言
動
等
に
よ
る
権
利
を
侵
害
す
る
情
報
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
侵

害
情
報
」
と
い
う
。
）
、
侵
害
情
報
に
該
当
す
る
可
能
性
の
あ
る
情
報
又
は
侵
害
情
報
に
は

該
当
し
な
い
が
著
し
く
心
理
的
、
身
体
的
若
し
く
は
経
済
的
な
負
担
を
強
い
る
情
報
を
発

信
し
、
又
は
拡
散
す
る
こ
と
を
い
う
。 

二 

被
害
者 

誹
謗
中
傷
等
に
よ
り
平
穏
な
日
常
生
活
又
は
経
済
活
動
等
を
害
さ
れ
た
者
を

い
う
。 

三 

行
為
者 

誹
謗
中
傷
等
に
よ
り
被
害
者
を
発
生
さ
せ
た
者
を
い
う
。 



四 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
リ
テ
ラ
シ
ー 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
便
性
、
危
険
性
及
び
基
本
的

な
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
理
解
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
情
報
を
正
し
く
取
捨
選
択
し
、

情
報
を
適
正
に
発
信
し
、
並
び
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
ト
ラ
ブ
ル
を
回
避
し
て
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
特
性
を
正
し
く
活
用
す
る
能
力
を
い
う
。 

（
府
の
責
務
） 

第
三
条 

府
は
、
行
為
者
及
び
被
害
者
を
発
生
さ
せ
な
い
た
め
の
施
策
、
被
害
者
を
支
援
す
る

た
め
の
施
策
並
び
に
行
為
者
が
再
び
誹
謗
中
傷
等
を
行
う
こ
と
を
抑
制
す
る
た
め
の
施
策
を

実
施
す
る
。 

（
議
会
の
責
務
） 

第
四
条 

議
会
及
び
議
員
は
、
こ
の
条
例
の
趣
旨
に
の
っ
と
り
、
不
断
の
研
鑽さ

ん

に
よ
り
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
リ
テ
ラ
シ
ー
の
向
上
に
努
め
、
府
民
の
範
と
な
っ
て
活
動
し
、
及
び
行
動
す
る
。 

（
府
民
の
役
割
） 

第
五
条 

府
民
は
、
自
ら
が
行
為
者
と
な
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
リ
テ
ラ
シ

ー
の
向
上
に
努
め
る
と
と
も
に
、
被
害
者
が
置
か
れ
て
い
る
状
況
及
び
被
害
者
の
支
援
の
必

要
性
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。 

（
連
携
協
力
） 

第
六
条 

府
は
、
第
三
条
の
施
策
を
円
滑
に
実
施
す
る
た
め
、
国
、
市
町
村
、
支
援
団
体
そ
の

他
の
関
係
機
関
と
連
携
協
力
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
基
本
的
施
策
） 

第
七
条 

府
は
、
次
に
掲
げ
る
施
策
に
取
り
組
む
も
の
と
す
る
。 

一 

府
民
の
年
齢
、
立
場
等
に
応
じ
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
リ
テ
ラ
シ
ー
の
向
上
に
資
す
る
施 

 

策 

二 

被
害
者
の
心
理
的
負
担
の
軽
減
等
に
関
す
る
相
談
支
援
体
制
の
整
備 

三 

行
為
者
の
誹
謗
中
傷
等
を
抑
制
す
る
た
め
の
相
談
支
援
体
制
の
整
備 

四 

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
第
一
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
施
策 

（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
リ
テ
ラ
シ
ー
の
向
上
） 

第
八
条 

府
は
、
府
民
の
年
齢
、
立
場
等
に
応
じ
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
リ
テ
ラ
シ
ー
を
学
ぶ
機

会
を
提
供
す
る
た
め
、
研
修
会
、
講
演
会
等
の
開
催
の
ほ
か
、
教
材
等
の
紹
介
、
情
報
提
供

等
必
要
な
施
策
を
実
施
す
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

知
事
及
び
教
育
委
員
会
は
、
児
童
及
び
生
徒
に
対
す
る
前
項
の
施
策
を
実
施
す
る
に
当
た

っ
て
は
、
府
立
学
校
、
市
町
村
立
学
校
及
び
私
立
学
校
と
連
携
し
、
保
護
者
の
理
解
を
図
り

な
が
ら
取
り
組
む
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。 

（
被
害
者
の
相
談
支
援
体
制
） 

第
九
条 

府
は
、
被
害
者
の
不
安
、
被
害
者
に
生
じ
た
不
利
益
等
を
解
消
し
、
及
び
被
害
者
が

抱
え
る
心
理
的
負
担
の
軽
減
等
を
図
る
た
め
、
相
談
支
援
体
制
を
整
備
す
る
も
の
と
し
、
次

に
掲
げ
る
事
項
を
行
う
も
の
と
す
る
。 

一 

相
談
内
容
に
応
じ
た
必
要
な
情
報
の
提
供
及
び
助
言 

二 

専
門
的
知
識
を
有
す
る
機
関
の
紹
介 

 

三 

前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
被
害
者
の
相
談
対
応
と
し
て
必
要
な
事
項 

２ 

府
は
、
前
項
の
相
談
支
援
体
制
の
整
備
に
当
た
っ
て
は
、
相
談
を
す
る
者
が
安
心
し
て
話



し
や
す
く
、
相
談
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。 

（
行
為
者
等
の
相
談
支
援
体
制
） 

第
十
条 

府
は
、
行
為
者
の
誹
謗
中
傷
等
を
抑
制
す
る
た
め
、
相
談
支
援
体
制
を
整
備
す
る
も
の

と
し
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
行
う
も
の
と
す
る
。 

一 

相
談
内
容
に
応
じ
た
必
要
な
情
報
の
提
供
及
び
助
言 

二 

専
門
的
知
識
を
有
す
る
機
関
の
紹
介 

三 

前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
行
為
者
の
相
談
対
応
と
し
て
必
要
な
事
項 

２ 

府
は
、
前
項
の
相
談
支
援
体
制
の
整
備
に
当
た
っ
て
は
、
相
談
を
す
る
者
が
安
心
し
て
話

し
や
す
く
、
相
談
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。 

３ 

府
は
、
第
一
項
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
自
ら
発
信
し
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
情
報
に

関
し
て
不
安
を
抱
え
る
者
の
相
談
に
応
じ
る
も
の
と
す
る
。 

（
府
民
へ
の
啓
発
） 

第
十
一
条 

府
は
、
こ
の
条
例
の
趣
旨
に
の
っ
と
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
誹
謗
中
傷
等
の

人
権
侵
害
の
問
題
に
関
す
る
府
民
の
理
解
を
深
め
る
た
め
、
広
報
そ
の
他
の
啓
発
活
動
を
行

う
も
の
と
す
る
。 

（
財
政
上
の
措
置
） 

第
十
二
条 

府
は
、
第
一
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
財
政
上
の
措
置
を
講
ず
る
よ

う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

附 

則 

（
施
行
期
日
） 

１ 

こ
の
条
例
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

（
検
討
） 

２ 

知
事
は
、
こ
の
条
例
の
施
行
後
一
年
を
目
途
と
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
誹
謗
中
傷

等
の
人
権
侵
害
の
防
止
及
び
被
害
者
支
援
等
に
関
す
る
実
効
性
の
あ
る
施
策
、
学
識
経
験
を

有
す
る
者
等
で
構
成
さ
れ
る
当
該
施
策
に
関
す
る
検
討
会
議
の
設
置
等
及
び
府
の
組
織
体
制

に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
そ
の
結
果
に
応
じ
て
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 


